
カワセミ 
 
コバルト色の背と橙色の下面をもった美しい鳥です。背に光が当

たると、金属光沢のように輝きます。体に比べて、クチバシがた

いへん長いです。上下のクチバシが黒いのがオス、上のクチバシ

が黒く、下が赤いのがメスです。 

日本全国に分布し、繁殖しています。平地から山地の川・池・

湖などの水辺に生息しています。餌は小魚・水生昆虫・エビなど

で、水中にダイビングして獲物を捕らえます。 

ダイビングする時には、空中の一点に停止する停空飛翔（ホバ

リング）を行い、獲物を見つけると、一気に水中に飛び込みます。

捕らえた魚は、必ず頭から飲み込みます。これは、魚のうろこが

のどに引っかからないようにするためです。 

繁殖期には、オスはメスに捕らえたエサをプレゼントします。

これを求愛給餌（きゅうあいきゅうじ）といいます。 

土の崖にクチバシを使ってトンネルを掘り、その奥に卵を産み

ます。巣穴の長さは、1ｍにもなることがあります。適当な崖がな

いと、コンクリート会社の砂の山に巣穴を作った例もあります。 

 

 

富士市の現状 

 富士川や潤井川、沼川などで見られます。かつて公害や家庭排水で河川が汚された時には、ほとんど見られなくなってしまいま

した。しかし、工場排水の処理や下水道の整備などによって、川がきれいになったため少しずつですが増えてきています。 

 
 

カワセミを確認したメッシュ 
夏 冬 

※ 平成 18 年より調査しているため、日本測地系の 2 分の 1 標準地域メッシュを使用しています。 


